
事後評価説明資料 
（JR茨木駅南地区） 
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（３）今後のまちづくり方策 

（４）フォローアップ計画 

（５）パブリックコメントの実施について 

（６）今後のスケジュール 

資料２－１ 



2 

（１）整備方針概要 



○ 整備方針概要図 

ＪＲ茨木駅東口 

防災公園（岩倉公園） 

地域交流センター 

市道西中条町1号線 

市道岩倉町2号線 
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○ 都市再生整備計画事業の概要 

大目標： 
大規模工場跡地の土地利用転換を契機とした、 
    都市基盤施設の整備と交流・学習拠点の創出 

目標１： 
JR茨木駅及び大阪モノレール宇野辺駅の交通結節点の
機能強化、両駅間の安全で快適に回遊できる歩行者・自
転車ネットワークの充実 

目標２： 
災害時の一次避難地や避難路を確保し、地域の防災性を
向上 

目標３： 
大規模工場跡地の整備インパクトを活用した、交流と学
習のまちづくり拠点の整備 
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○ 都市再生整備計画事業の整備方針 

  まちの課題      目標      方針に合致する事業 

・歩行者動線が不足 
・バリアフリー化が不十分 
・駅・バス停周辺の環境整備 
・地域の分断と高架下の環境 
 の劣悪化 

・防災性の向上が必要 

・交流機会の創出を図る 
 ための拠点づくりが必 
 要 

各道路整備 

防災公園の整備 

地域交流センターの整備 
産官学民の連携による 
知的交流拠点の形成 

住宅が密集した 
市街地の防災性の向上 

歩行者・自転車 
ネットワークの充実 
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○ 目標・整備方針と指標の関係 
目標1 歩行者・自転車ネットワークの充実 

整備 
方針1 

JR茨木駅から大学キャンパス、大阪モ
ノレール宇野辺駅をつなぐ、快適で安
全な歩行者・自転車動線を整備する。 

目標2 住宅が密集した市街地の防災性の向上 

整備 
方針2 

大規模工場跡地への防災公園の整備、
避難路の整備により、周辺の住宅が密
集した市街地の防災性を向上する。 

目標3 
産官学民の連携による知的交流拠点の
形成 

整備 
方針3 

地域と共に創る開かれた知的交流拠点
をめざし、市内大学や市内企業、市民
等の交流機会を創出するために、「産
官学民交流センター」を整備する。 

指標１ 
交通利便性の満足度 
→アンケート調査 

指標２ 
防災機能の向上 
→避難圏域内の一人あ
たり有効避難地面積 

指標３ 
産官学民交流センタ－
の利用者 
→施設の年間利用者数 
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その他の数値指標１ 
対象地区における都市再
生整備計画事業の満足度 

→アンケート調査※ 

※指標１は、茨木市全域での交通利便
性を問うものであり、本整備事業によ
る効果を十分に評価しきれず、補足指
標が必要 

※指標１のアンケートにおいて同時実施 



（２）数値目標の達成状況と 
      効果発現要因の整理 
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◆指標１：交通利便性の満足度 

評価値の 
求め方 

従前値 
 

基準 
年度 

目標値 
 

目標
年度 

市民2,000人を対象にア
ンケート調査を実施。 
 

①幹線道路の整備 
②生活道路の整備 
③路線バスの充実 
④バスの定時性の確保 
⑤自転車駐輪場の整備 
⑥歩道・自転車道の整備 
について、「必要でな
い」と回答した割合の平
均値を算出。 

10.8％ 
 

※茨木市交通
環境向上施策
検討調査 アン
ケート結果よ

り設定 

H19 13.1％ H27 

事後評価 

評価値 達成状況 

9.7％ 未達成 

【数値目標の達成状況①】 

8 



◆指標１：交通利便性の満足度 

【数値目標の達成状況②】 

・調査期間：9月28日～10月13日 
・調査方法：無記名式の質問用紙による調査（郵送配布・郵送回収） 
・回収率 ：51.1％（1021／2000票） 

《アンケートの基本情報》 

《アンケート結果》 
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不満 満足 わからない 
不明・ 
無回答 

①幹線道路の整備 58.9% 11.9% 19.0% 10.3% 

②生活道路の整備 74.5% 8.4% 9.6% 7.4% 

③路線バスの充実 58.3% 14.8% 20.2% 6.8% 

④定時性の確保 51.5% 9.7% 26.5% 12.2% 

⑤自転車駐輪場の整備 68.9% 9.5% 11.9% 9.8% 

⑥歩道・自転車道の整備 83.5% 4.2% 6.2% 6.1% 

平均 65.9% 9.7% 15.6% 8.8% 



1.満足, 

32.6%

2.やや満

足, 35.8%3.どちらと

も言えな

い, 10.4%

4.やや不

満, 2.8%

5.不満, 

1.8%

6.わからな

い, 12.2%

不明・無回

答, 4.3%

問８－（４）.バリアフリー化の促進に関

するあなたの満足度

1.満足, 

11.2%

2.やや満

足, 

24.4%

3.どちら

とも言え

ない, 

25.6%4.やや不

満, 5.6%

5.不満, 

5.2%

6.わから

ない, 

24.3%

不明・無

回答, 

3.8%

問８－（２）.交通ネットワーク整備

に関するあなたの満足度

1.満足, 

12.9%

2.やや満

足, 32.9%

3.どちら

とも言え

ない, 

20.2%

4.やや不

満, 6.6%

5.不満, 

3.8%

6.わから

ない, 

19.7%

不明・無

回答, 

3.9%

問８－（３）.交通安全の確保に関す

るあなたの満足度

◆指標１：交通利便性の満足度（参考） 

【数値目標の達成状況③（JR茨木駅南地区の評価）】 
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交通ネットワークの満足度 バリアフリー化の満足度 交通安全確保の満足度 

満足・やや満足：35.6％ 

不満・やや不満：10.8％ 

交通ネットワーク・交通安全確保・バリアフリー化の各満足度においては、
「満足」「やや満足」の割合が「不満」「やや不満」の割合を大きく超え
ていることから、対象地区内を整備したことによる利便性は向上している
と考えられる。 

満足・やや満足：45.8％ 

不満・やや不満：10.4％ 

満足・やや満足：68.4％ 

不満・やや不満：  4.6％ 



◆指標１：交通利便性の満足度 
【効果発現要因の整理】 

種別 事業内容・実施箇所 貢献度 

基幹 
事業 

 歩行者専用道路の設置（市道岩倉町歩専1号線） △ 

 歩道の拡幅（市道西中条町1号線） △ 
 歩道の改良（府道大阪中央環状線） △ 

 自転車道・歩道の整備（茨木松ケ本線） △ 

 情報板の設置 △ 
 JR茨木駅東口駅前広場の整備 △ 

 既設歩道橋の改良 △ 

 地域交流センターの整備 ― 
 大学図書館の整備 ― 

関連 
事業 

 道路整備（茨木松ケ本線） × 
 道路改良（西中条奈良線） △ 

 道路整備（市道岩倉町２号線） △ 

 下水道の整備 ― 
 防災公園の整備 ― 

 高架下の活用 △ 

※指標改善への貢献度 
 ××：目標未達成の直接的な原因 
 × ：目標未達成の間接的な原因   
 △ ：ある程度の効果をあげた   
 － ：事業と指標の間に関係がない  

総合
所見 

交通利便性の満足度は従前値10.8%に対して9.7%と下回ったが、こ
の満足度は茨木市全域での交通利便性を問うものであったため、目標
値未達成には対象地区外の交通に関する取り組みの状況が大きく影響
していると考えられる。 
※地区内についての交通ネットワークの満足度等は「満足」が「不
満」を大きく上回っていることから、対象地区における利便性は向上
していると考えられる。 
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◆指標２：防災機能の向上 

評価値の 
求め方 

従前値 
 

基準 
年度 

目標値 
 

目標
年度 

避難圏域（防災公園から
半径500m圏）内の一人
あたりの防災公園の有効
避難面積を算出 
避難圏域内の人口は、住
民基本台帳に基づき、町
丁単位で測定 

0（㎡/人） H22 

2.0（㎡/人） 
 

※防災公園計
画・設計ガイ
ドラインより

設定 

H26 

事後評価 

評価値 達成状況 

2.08（㎡/人） 達成 

【数値目標の達成状況①】 
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◆指標２：防災機能の向上 

【数値目標の達成状況②】 

N 

総数 
（人） 

按分 
域内人口
（人） 

下中条町 1,851 0.46 847 

東中条町 3,344 0.09 307 

西中条町 1,763 0.90 1,592 

岩倉町 526 1.00 526 

新中条町 2,084 1.00 2,084 

小川町 1,145 0.29 336 

奈良町 2,052 0.76 1,507 

避難圏域内人口 7,199 

●防災公園面積：15,000（㎡） 
 →一人あたり：2.08（㎡/人） 

※住民基本台帳 平成27年3月末時点 
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1.満足, 

18.2%

2.やや満

足, 27.5%
3.どちら

とも言え

ない, 

22.2%
4.やや不

満, 3.2%

5.不満, 

1.9%

6.わから

ない, 

22.2%

不明・無

回答, 

4.7%

問８－（５）.防災機能の充実に関する

あなたの満足度

◆指標２：防災機能の向上（参考） 

【数値目標の達成状況③（JR茨木駅南地区の評価）】 
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防災機能充実の満足度 

満足・やや満足：45.7％ 

不満・やや不満：   5.1％ 

防災公園や避難路の整備を実施し
たことによる、防災機能充実の満
足度において、 「満足」「やや満
足」の割合が「不満」「やや不
満」を大きく上回っていることか
ら、防災機能の向上に対して満足
していただいていると考えられる。 



◆指標２：防災機能の向上 

【効果発現要因の整理】 
種別 事業内容・実施箇所 貢献度 

基幹 
事業 

 歩行者専用道路の設置（市道岩倉町歩専1号線） ○ 

 歩道の拡幅（市道西中条町1号線） ○ 
 歩道の改良（府道大阪中央環状線） ○ 

 自転車道・歩道の整備（茨木松ケ本線） ◎ 

 情報板の設置 ◎ 
 JR茨木駅東口駅前広場の整備 ○ 

 既設歩道橋の改良 ○ 
 地域交流センターの整備 ○ 

 大学図書館の整備 ― 

関連 
事業 

 道路整備（茨木松ケ本線） ◎ 
 道路改良（西中条奈良線） ◎ 

 道路整備（市道岩倉町２号線） ○ 

 下水道の整備 ― 
 防災公園の整備 ◎ 

 高架下の活用 ― 

※指標改善への貢献度 
 ◎ ：指標の改善に直接的に貢献 
 ○ ：指標の改善に間接的に貢献   
 △ ：指標の改善に貢献しなかった 
 － ：事業と指標の間に関係がない  

総合
所見 

計画区域内に防災公園である岩倉公園を整備したことで、避難圏域
（防災公園から半径500m圏）内の一人あたり有効避難面積が目標値
以上確保され、約53.8ha、7,199人の避難困難区域が解消された。
また、避難路となる防災公園に隣接した道路についても、道路整備及
び改良を行い、地域の防災機能が向上した。 
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評価値の 
求め方 

従前値 
 

基準 
年度 

目標値 
 

目標
年度 

産官学民交流センターに
おける年間市民利用者数
を算出 

0（人） H22 3,000（人） H27 

事後評価 

評価値（見込み） 達成状況 

6,538（人） 達成 

◆指標３：産官学民交流センターの利用者数 

【数値目標の達成状況①】 
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※平成27年4月～9月末の集計結果 



1.満足, 

17.3%

2.やや満足, 

24.8%

3.どちらと

も言えない, 

25.1%
4.やや不満, 

2.9%

5.不満, 

3.3%

6.わからな

い, 22.1%

不明・無回

答, 4.4%

問８－（６）.地域活性化に関するあなたの満

足度

◆指標３：産官学民交流センターの 
            利用者数（参考） 

【数値目標の達成状況②（JR茨木駅南地区の評価）】 
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地域活性化の満足度 

満足・やや満足：42.1％ 

不満・やや不満：   6.2％ 

地域交流センターの整備を実施し
たことによる、地域活性化の満足
度は「満足」「やや満足」の割合
が「不満」「やや不満」 を大きく
上回っていることから、利用者数
の増加につながっていると考えら
れる。 



種別 事業内容・実施箇所 貢献度 

基幹 
事業 

 歩行者専用道路の設置（市道岩倉町歩専1号線） ○ 

 歩道の拡幅（市道西中条町1号線） ○ 

 歩道の改良（府道大阪中央環状線） ○ 

 自動車道・歩道の整備（茨木松ケ本線） ○ 

 情報板の設置 ○ 

 JR茨木駅東口駅前広場の整備 ○ 

 既設歩道橋の改良 ○ 

 地域交流センターの整備 ◎ 

 大学図書館の整備 ◎ 

関連 
事業 

 道路整備（茨木松ケ本線） ○ 

 道路改良（西中条奈良線） ○ 

 道路整備（市道岩倉町２号線） ○ 

 下水道の整備 ◎ 

 防災公園の整備 ○ 

 高架下の活用 ◎ 

※指標改善への貢献度 
 ◎ ：指標の改善に直接的に貢献 
 ○ ：指標の改善に間接的に貢献   
 △ ：指標の改善に貢献しなかった 
 － ：事業と指標の間に関係がない  

総合
所見 

イベントホール等における産官学民が連携した活動・イベン
ト等の実施や、図書館における近隣住民等の日常的利用によ
り、利用者数が目標値を大きく上回り、地域の交流拠点とし
ての機能を担っている。 

◆指標３：産官学民交流センターの利用者数 

【効果発現要因の整理】 

18 



評価値の 
求め方 

従前値 
 

基準 
年度 

目標値 
 

目標
年度 

市民2,000人を対象にア
ンケート調査を実施 
対象地区における都市再
生整備計画事業全体の満
足度を問い、「満足」と
回答した割合を算出 

― ― 50.0（％） H27 

事後評価 

評価値 達成状況 

50.1（％） 達成 

【数値目標の達成状況①】 
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◆その他の数値指標１： 
対象地区における都市再生整備計画事業の満足度 



1.満足, 

64.5%

2.やや満

足, 13.2%

3.どちら

とも言え

ない, 

4.0%

4.やや不

満, 1.5%

5.不満, 

1.5%

6.わから

ない, 

1.8%

不明・

無回答, 

13.6%
1.満足, 

16.8%

2.やや満

足, 33.3%3.どちら

とも言え

ない, 

21.9%
4.やや不

満, 3.7%

5.不満, 

3.5%

6.わから

ない, 

17.1%

不明・無

回答, 

3.5%
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◆その他の数値指標１： 
対象地区における都市再生整備計画事業の満足度
（参考） 

【数値目標の達成状況②（JR茨木駅南地区の評価）】 

全体の満足度 

対象地区住民の評価 全体の評価 

不満・やや不満：7.0％ 満足・やや満足：50.1％ 不満・やや不満：3.0％ 満足・やや満足：77.7％ 

全体の評価としては、50.1％でしたが、対象地区住民のアンケート結果を
抽出すると「満足」「やや満足」は77.7％と高く「不満」「やや不満」を
大きく上回っていることから、対象地区住民からは満足という評価を得ら
れていると考えられる。 



◆その他の数値指標１： 
対象地区における都市再生整備計画事業の満足度 
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種別 事業内容・実施箇所 貢献度 

基幹 
事業 

 歩行者専用道路の設置（市道岩倉町歩専1号線） ◎ 

 歩道の拡幅（市道西中条町1号線） ◎ 

 歩道の改良（府道大阪中央環状線） ◎ 

 自動車道・歩道の整備（茨木松ケ本線） ◎ 

 情報板の設置 ◎ 

 JR茨木駅東口駅前広場の整備 ◎ 

 既設歩道橋の改良 ◎ 

 地域交流センターの整備 ◎ 

 大学図書館の整備 ◎ 

関連 
事業 

 道路整備（茨木松ケ本線） ○ 

 道路改良（西中条奈良線） ◎ 

 道路整備（市道岩倉町２号線） ◎ 

 下水道の整備 ◎ 

 防災公園の整備 ◎ 

 高架下の活用 ◎ 

※指標改善への貢献度 
 ◎ ：指標の改善に直接的に貢献 
 ○ ：指標の改善に間接的に貢献   
 △ ：指標の改善に貢献しなかった 
 － ：事業と指標の間に関係がない  

総合
所見 

今回のJR茨木駅南地区における整備事業により、各道路の整
備やバリアフリー化の促進、交通安全性の向上を図り、また、
産官学民交流センターや防災公園の整備を実施したことで、
50%以上の満足度が得られた。 

【効果発現要因の整理】 



◆定性的な効果発現状況 
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■ 防災公園の整備について 
 

→ 防災設備の案内板を設置しているので、平常時でも防災設備を確認 
  できることにより、利用者の防災意識が向上している。 
  平常時は幅広い世代の利用者が多く集まり、地域における交流拠点  
  の役割を担っている。 

■ 地域交流センター等の整備について 
 

→ 公共施設である地域交流センター（立命館いばらきフューチャープ 
  ラザ）内に商工会議所が移動したことにより、従前に増して産官学 
  が連携した多様な取り組みが実施されている。 

■ JR茨木駅東口駅前広場の整備について 
 

→ ペデストリアンデッキを整備したことにより人が集まる空間が形成 
  され、様々なイベントが開催されるなど地域の賑わいの創出が図ら 
  れている。 



◆実施過程の評価 

【住民参加プロセスの実施状況】 

実施内容 実施頻度・実施結果 今後の対応方針等 

茨木市総合交通戦
略協議会 交通安
全部会、公共交通
部会、茨木市自転
車利用環境整備計
画協議会、茨木市
バリアフリー基本
構想協議会への市
民委員の参加 

【実施頻度】 
平成25年度、平成26年度 
平成27年度 
・交通安全部会 ：2回 
・公共交通部会 ：3回 
・整備計画協議会：5回 
・基本構想協議会：6回 
【実施結果】 
対象地区を含む中心市街地
の公共交通の利便性向上等
やバリアフリー化に向けた
検討において、市民委員を
公募し意見収集を行った。 

今後も周辺道路や駅前
広場のバリアフリー化
等について意見収集を
行い、関係機関と協議
のうえ検討していく。 
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（３）今後のまちづくり方策 
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○ まちの課題の変化 

近畿自動車道及び府道
大阪中央環状線の活用 

駅・バス停周辺の環境
整備のさらなる推進 

大学と市民、企業の交
流機会の創出を図るた
めの拠点づくり 

都市レベルでの避難地
や避難路整備等の防災
性の向上 

歩行者・自動車の動線
のバリアフリー化 

大学キャンパスから最
寄り駅への歩行者動線
の確保 

JR茨木駅東口の駅前広場の改良や
茨木駅及び宇野辺駅へのアクセス
道の整備や改良により、鉄道やバ
スの利用しやすさが向上した。 

交流拠点施設となる「立命館いば
らきフューチャープラザ」が整備
された。 

防災公園の整備や避難路の整備・
改良により、防災機能が向上した。 

道路の改良などを進めたことで、
地区内のバリアフリー化の促進に
ついて60％以上の人から満足とい
う回答が得られた。 

道路の新設や自転車歩行者道の設
置などにより、地区内の歩行者動
線が確保された。 

まちの課題 達成されたこと 残された未解決の課題 

自転車歩行者道を設置
したが、交通ルールの
周知が図れていない。 
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横断歩道等の設置により平常時に
おける地域の分断が解消された。 



○ 今後のまちづくり方策 

効果の持続を図る事項 
効果を持続させるための 

基本的な考え方 
想定される事業 

防災機能の向上 

平常時から防災に関する啓
発や知識を学ぶ場所として
の活用を進めていくことで、
防災性を高めていく。 

大学キャンパスと一体と
なって、防災イベントを
実施し、防災知識の向上
及び周知を図る。 

26 

改善する事項 改善策の基本的な考え方 想定される事業 

交通ルールの周知を図る 
引き続き交通ルールの周知
を図る安全教育を実施する。 

交通安全教室や街頭啓発
などの安全教育を推進す
る。 

バリアフリー化の 
さらなる推進 

今後も周辺道路や駅前広場
のバリアフリー化等につい
て関係者等から意見収集を
行い、快適で安全な歩行
者・自転車ネットワークの
充実を図っていく。 

関係者等からの意見収集
に基づく、周辺道路や駅
前広場の（さらなる）バ
リアフリー化を図る。 



（４）フォローアップ計画 
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○ フォローアップの実施 

指 標 

評価値 
1年以内の 
達成見込み
の有無 

フォローアップ計画 

目標 
達成度 

予定時期 計測方法 
その他 
特記事項 

指標１ 
交通利便性の 
満足度 

確定 ×  なし 実施の必要なし 

指標２ 防災機能の向上 ○  ― 実施の必要なし 

指標３ 
産官学民交流セ
ンターの利用者
数 

見込み ○ ― 
平成28年 

4月 

産官学民交流センター供用後1
年間（平成27年度）の利用者数
を平成28年4月に集計し、その
値を持って確定値とする。 

― 

その他
の数値
指標１ 

対象地区におけ
る都市再生整備
計画事業の満足
度 

確定 ○ ― 実施の必要なし 

フォローアップの対象となる指標 
 ・数値目標の達成状況を「見込み」で評価を実施した指標 
 ・交付終了後１年以内に達成見込み「あり」とした指標 
 ・今後のまちづくり方策において「改善策」を必要とする場合 
 

フォローアップ計画 
 ・指標３は「見込み」で評価したため、フォローアップを実施する 



（５）パブリックコメントの 
   実施について 
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○ パブリックコメントの実施 
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公表資料 
JR茨木駅南地区都市再生整備計画事後評価シー
ト（原案） 

公表場所 ホームページ、担当課窓口、市役所情報ルーム 

意見募集期間 平成27年11月4日から平成27年12月3日まで 

意見の受付方法 
担当課へFAX、電子メールの送信もしくは書面
を直接提出 

意見募集結果 意見提出なし 

→茨木市建設事業評価委員会の開催に先立ち、事後評価原案を公表 



（６）今後のスケジュール 
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○ 今後のスケジュール 

32 

平成27年 
11月4日～12月3日 

事後評価シート（原案）の公表（パブリック
コメント） 
⇒提出意見なし 

平成28年 2月12日 建設事業評価委員会の開催 

平成28年 3月 事後評価結果の国への報告 

平成28年 4月～ 事後評価シートの公表 

平成28年 4月 
フォローアップの実施（指標３：産官学民交
流センターの利用者数） 


